
ここからは学生支援機構の動画、「奨学生となった皆さんへ」をご覧になった方に捕捉

説明をします。

まだ動画を見ていない方は、動画を見た後にこちらを確認してください。

また、今から行う説明は5月14日に初回振込があった5月採用者の説明です。

それでは5月採用者対象の説明を始めます。

この説明は学生生活課から配布された「貸与奨学生のしおり」ダイジェスト版など配布

物一式をお手元に準備してご覧ください。

5月14日に振り込みがあったうえでまだ、書類が手元にない方は、学生生活課に確認

をしてください。
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予約採用者の説明でもお願いしていましたが、学生生活課奨学係の電話番号は学生・
保護者共に電話帳登録できていますか？
出来ていない方は、必ず登録して下さい。

これから返還誓約書という最も大事な書類を皆さんに作成、提出してもらいます。

この書類の提出が遅れたり、不備があると本採用とならず、振込が止められたり、今ま
で振り込まれた奨学金も一括返還を求められます。
なにかありましたら、学生生活課から着信しますので応じるようにして下さい。

どちらの電話番号から掛かってくるかわかりませんので必ず2つ共、登録しておいて下
さい。

学生が授業中の時は保護者の方にも連絡する場合があります。保護者の方も電話帳
登録をしておいて下さい。

また、在学中に大学に届出している電話番号に変更があった場合は速やかに、教務
課で変更手続きをしてください。
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本採用後、奨学金関係の連絡はポータルで行います。

ポータルのメール配信設定で学生生活課からの通知は受取れるようにしておいてくだ
さい。

学生支援機構の動画にもありましたが、貸与・給付中には「継続願」、「在籍報告」など、
重要な手続きがあります。

これらの申請期間の連絡や適格認定の結果通知などもポータルで行いますので、学
生生活課からの通知は必ず確認するようにして下さい。

保護者ポータルもあります。奨学金のお知らせ配信は必ず保護者ポータルにも同内容
を配信します。

必ず登録していただきますようにお願いします。保護者ポータルに関する質問は後援
会にお問い合わせ下さい。

いかなる理由であっても、連絡が取れなかった事が原因で
・奨学金が停止・廃止となる
・振込が保留される
・給付月数が減らされる
・授業料減免が受けられない
等々の事態が発生しても大学は責任を負いません。

奨学金の手続きは「お金を借りる・給付される」ものなので簡単ではありません。
大学からの説明をしっかりと受け、自覚をもって手続きしてください。
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次に本採用までの流れを説明します。

説明動画視聴後、貸与型採用者は返還誓約書に必要事項を記入押印し、必要
書類を揃えます。
本学のポータルシステムおよび、スカラネットパーソナルに登録してください。
また、貸与型採用者は、返還誓約書を学生生活課へ提出します。
今年度の提出は原則郵送のみで受付けします。
不備なく提出した方が、本採用となります。

返還誓約書とは、必ず提出が必要な重要書類であり、必要事項を漏れなく記
入・押印のうえ、添付書類を全て揃えて、６月15日までに学生生活課へ郵送して
いただきます。

期限までに提出されない場合は、奨学金の振込が打ち切られ、振込済の奨学
金もすぐに全額を返金しなければなりません。必ず期限を守って提出してくださ
い。

スカラネットパーソナル登録及び返還誓約書については後程詳しく説明します。
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それでは今回、配布している資料の確認を行います。
保証制度と選択した人物、返還方法によって配布書類が異なります。

まずは封筒の左上に印字されている内容を確認してください。

・人的保証と記入のある方

・人的保証に加え、返還保証書と記入のある方

・機関保証と書かれている方

・給付型奨学金の採用者の方は、奨学生証と資料を配布しています。

以上、この４パターンの中から自分に該当するものを確認してください。

１種２種等、複数種別の奨学金に採用されている方は保証制度が同一ならば１
つの封筒で複数の誓約書が同封されています。
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次に保証制度についてですが、さきほど封筒の左上で奨学金の種類を確認してもらい
ました。
保証の種類によって返還誓約書の記入項目、添付書類が異なります。
貸与型奨学金の保証制度には、人的保証と機関保証の2種類があり、奨学金を申し込
む時に選択しています。

人的保証は、奨学金の返還に関する保証を日本学生支援機構が定めた要件に
合う人に引き受けてもらう保証制度です。連帯保証人と保証人の２名が必要です。

機関保証は奨学金の返還に対する保証を保証機関である「日本国際教育支援協会」
に一定の保証料を支払って引き受けてもらう保証制度です。
「保証依頼書・保証料支払い依頼書」の提出が必要です。

機関保証は保証人をたてずに奨学金を貸与できるので、保証人を選任できなかったり、
保証人になる事を断られた方でも機関保証だと奨学金を借りることができます。

また、人的保証を選択している人で、要件を満たす連帯保証人や保証人を選任するこ
とができなくなった場合は、至急、奨学金窓口に相談してください。

保証制度については事前にご覧いただいた「奨学生となった皆さんへ」の動画で詳しく
説明しています。
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人的保証を選択している方は連帯保証人と保証人の要件をもう一度確認してお
いてください。
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それでは、返還が必要な貸与奨学金を借りる方の配布資料を確認します。

①日本学生支援機構奨学金 返還誓約書提出 手続き案内
②返還誓約書
③奨学生証
④貸与奨学生のしおり【ダイジェスト版】
⑤の「返還保証書」 は封筒に「人的保証・返還保証書」と記載のある方だけ入っ
ています。
⑥の「保証依頼書」 は封筒に「機関保証」と記載のある方だけ入っています。
⑦返還誓約書記載事項訂正届

※「奨学生証」と「返還誓約書」には名前が印字されています自分の物か確認を
してください。
※１種２種併用貸与の場合は②、③がそれぞれ2枚ずつ交付されています
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次に給付型奨学金が採用になっている方の配布資料を確認します。

①日本学生支援機構奨学金 手続き案内
②奨学生証

※「奨学生証」には名前が印字されています。自分の物か確認をしてください。
※②は、給付型専用であり、貸与型とは別にあります。

貸与型、給付型でそれぞれ書類が揃っているか確認できましたでしょうか。
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それでは提出書類を確認します。
提出書類は封筒もしくは大学からの手続き案内に記載しています。

まず封筒の左上に「【A】人的保証」と記載のある方の提出書類を説明します。

「【A】人的保証」の方は

①返還誓約書
②連帯保証人の収入に関する証明書（コピー可）
③連帯保証人の印鑑証明書（コピー不可）
④保証人の印鑑証明書（コピー不可）
です。

※「印鑑証明書」は2021年3月以降に発行されたものでなければなりません

連帯保証人の収入に関する証明書はコピーで構いませんが、印鑑証明書は原
本を提出してください

10



続いて、封筒の左上に「【B】人的保証・返還保証書」と記載のある方の提出書類を説明
します。

「【B】人的保証・返還保証書」の方は

①返還誓約書
②連帯保証人の収入に関する証明書（コピー可）
③連帯保証人の印鑑証明書（コピー不可）
④保証人の印鑑証明書（コピー不可）
⑤保証人の収入等に関する証明書（コピー可）
⑥返還保証書
です。

※「印鑑証明書」は2021年3月以降に発行されたものでなければなりません

連帯保証人の収入に関する証明書はコピーで構いませんが、印鑑証明書は原
本を提出してください
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次に封筒の左上に「機関保証」と記載のある方の提出書類の説明をします。

機関保証の方は

返還誓約書
保証依頼書
です。
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貸与奨学金の提出書類についての注意事項です。

提出書類によってそれぞれ受付基準や訂正方法等がありま
すので、確認しておいてください。
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返還保証書の下部を見てください。
封筒左上に 【B】人的保証・返還保証書 と記載がある方は、

Ⅰ～Ⅲのいずれかの基準を満たした｢返還保証書」と「資産等に関する証明書」
を提出する必要があります。

Ⅰの年間収入・所得で判定する場合、給与所得者の方は年間収入が320万円
以上である必要があります。提出する証明書は、源泉徴収票等となります。
給与所得者以外の方は年間所得が220万円以上である必要があります。証明
書は、受付印のある確定申告書控等となります。

Ⅱの預貯金・不動産評価額等で判定する場合、合計額が貸与予定総額以上で
ある必要があります。

提出する証明書は、預貯金については預貯金残高証明書、不動産については
固定資産評価証明書等となります。

Ⅲは、ⅠとⅡの組み合わせで判定する場合です。
Ⅰの金額にⅡを16で割った金額を加算し算出される金額が、給与所得者の方
で
320万円以上、給与所得者以外の方で220万円以上である必要があります。
年金収入は給与としての取扱いになります。

※いずれの証明書も直近のものを提出してください。
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ここからは全員が対象の説明になりますので、よく聞いておいてください。

「返還誓約書」を記入するにあたっての注意点を説明します。返還誓約書を出し
てください。
スライドが貸与型奨学金の返還誓約書です。

まずお願いです。「返還誓約書」を作成する際は「貸与奨学生のしおり」【ダイ
ジェスト版】WEB版「貸与奨学生のしおり」を参照し、慎重に記入してください。
記載内容に誤りがあったり、記入を誤った場合は訂正方法に決まりがあります。

所定の用紙への記入が必要になることもありますので、誤った場合は、訂正届
に記入しましょう。不明な点は、奨学金窓口に相談してください。
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それでは貸与型の返還誓約書の記入についてです。

赤枠内の本人欄および該当者欄のピンク色がかかっている部分に署名し、その右手
に押印が必要です。

同一筆跡や同一印は不備となります。必ず、それぞれの方が丁寧な字で署名押印して
ください。

青枠部分、返還の条件（目安）とは返還方法の選択です。
月賦返還とは卒業後、返還が終了するまで毎月同じ金額を返済していきます。
併用返還とは、少額の月10回の返済に加えて年に２回、1月と7月に半年分を返済しま
す。
どちらを選択しても年間の返還金額と全ての返還回数は同じです。
月賦返還か併用返還のどちらかにチェックを付けた状態で提出してください。

第一種奨学金で返還方法を所得連動返還方式で選択している方は月賦返還が
すでに選択されています。
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封筒に「機関保証」と記載のある方は保証依頼書を出してください。
この書類は
・必ず各自が記入押印してください
・本人の記入欄が2か所あり、住所を記入する欄があります。一人暮らし等をさ

れている方は、下宿先住所を記入してください。
・申込日、依頼日、同意日の3か所の記入欄は返還誓約書に記載されている

年月日を記入してください。
・奨学生のしおりP.30～31ページ参照の上、記入してください
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返還保証書を出してください。
こちらの書類の提出が必要な方はすでに配布しています。

4親等以内の親族でない人物、または65歳以上の人物を保証人に選任する場合にの
み、返還保証書の提出が必要です。

WEB版「貸与奨学生のしおり」P.33ページに記入例があります。
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返還誓約書・誓約書記入における注意事項をお伝えします。

◆署名については
・黒または青のボールペンで記入して下さい

鉛筆やシャーペンは使用できません。特に最近多いのは、消せるボールペン
です。これも使用できません
・同一筆跡は認められません。それぞれの方が各自で署名してください
・修正液の使用や、なぞり書きも認められません

◆押印については
・朱肉を使う印鑑で押印してください
ゴム印やシャチハタは使用できません。

・連帯保証人および保証人は実印で押印してください
実印とは印鑑登録証明書に登録している印鑑のことです。

・同一印は認められません
各自違う印鑑で押してください。
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返還誓約書訂正方法について説明していきます。

記入するときは、「貸与奨学生のしおり」ダイジェスト版あるいは、WEB版「貸与
奨学生のしおり」の記入例を参照し、丁寧に各自が署名・押印をして下さい。
貸与型奨学金は、WEB版「貸与奨学生しおり」34～41ﾍﾟｰｼﾞを参照してください。

印字内容に修正が見つかったり、記入、押印を修正する場合、「貸与型奨学生
しおり」42～43ﾍﾟｰｼﾞを確認したうえで修正してください。

返還誓約書は学生支援機構で厳しくチェックされます。不明点がありましたら学
生生活課に相談してください。

・貸与奨学金は、印字内容に修正がある場合は「返還誓約書記載事項訂正届」
の提出が必要です。
１部は同封しています。また、こちらの用紙は5月下旬、皆さんに配信したポータ

ルに添付しています。第１種、第２種奨学金と修正がある場合は、２部必要です
ので各自で印刷し、記入してください。

繰り返しになりますが、返還誓約書の作成は記入例を参照し、慎重に記入・押
印・修正してください。
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こちらが返還誓約書記載事項訂正届です。

赤枠の部分は必ず記入が必要です。

青枠部分は印字内容に修正があった方の情報欄のみ記入してください。

ただし、記入が必要な方の情報は氏名・住所・電話番号・生年月日等、全て記入をして
ください。

こちらの用紙はどなたが記入しても構いません。
しかし、訂正印・修正テープ等、訂正が一切できない用紙です。
間違った場合は、再度印刷し訂正のない状態で提出してください。
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返還誓約書の記入見本については「貸与奨学生のしおり」WEB版に掲載されています。
各自で保証制度・種別を確認し、記入の際はWEB晩「貸与奨学生のしおり」を参照し丁
寧に署名・押印をしてください。

また、保証人が原則以外の方で、返還保証書が必要な方は、記入例は33ページに記
載しています

機関保証の保証依頼書記入例は30、31ページです
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印鑑は枠内に鮮明に押印してください。
朱肉が薄いものや、印鑑がかけていたり、印影がにじんでいるものは不備となります。

押し直しをする場合は印鑑同士が重なる「重ね印」にならないよう、間隔を開けて押し
てください。

必ず、朱肉を使った印鑑で押印してください。
ゴム印やシャチハタは使用できません。
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※一部訂正ができません。印字の住所訂正や氏名の記入を訂正する場合は、
すべて二重線で消したうえ、一文字目から記入をしてください。

※修正テープや修正液は使用できません。

※「髙（はしごだか）」や「﨑（たつさき）」等の旧字体はスカラネット入力時、通用
体で入力してもらいましたが、署名は市区町村に届け出ている正式名で行ってく
ださい。
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誓約書とは、
あなたと日本学生支援機構との奨学金の貸し借りを確認する契約書です。

「誓約書」に不備がある場合、奨学金の振込みは、止まります！

「誓約書」を提出しない場合、奨学金を借りることはできません
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貸与・給付中に学籍の異動があったり、住所や氏名の変更、返還誓約書に記載した方
の内容等に変更が生じた場合は、必ず学生生活課の奨学金窓口に申し出して下さい。
書類の提出が必要です。

申請が遅れた場合は奨学金の返金などが生じる場合もあり、手続きが非常に複雑に
なります。速やかに手続きをしてください。

また、貸与月額が足りない場合の増額や借りすぎている場合の減額も可能です。返還
の事も考え借りすぎないようにしましょう。

特に注意が必要なのは退学したときや給付型奨学金の方が自宅外通学から自宅通学
になった時や、第１種奨学金で自宅外通学の最高月額を選択されている方の手続き
が遅れると返金が生じます。

現在、画面に映っている内容に該当する場合は学生生活課の窓口へ行くことを覚えて
おいてください。
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「奨学金継続願」について説明します。
貸与型の方はしおりの61～62ページ、給付型の方はしおりの22～23ﾍﾟｰｼﾞを開
けてください

「奨学金継続願」とは、来年度も学業を続けていくために、奨学金が必要か否か
を、みなさん自身が判断し、日本学生支援機構へインターネットを通じて提出す
る願出のことです。
提出の際には、直近１年間の収支状況の報告を行います。

12月 大学からの通知がありましたら、スカラネット・パーソナルというWEBサイト
にアクセスし、画面の指示に従って提出して下さい。

この｢奨学金継続願」を期限まで提出しない場合、奨学金は廃止となり、奨学金
の貸与・給付を継続することはできません。
奨学金が廃止となった場合、奨学生の資格を失い、4月以降の奨学金は振り込
まれません。

※奨学金が必要でない場合でも辞退する旨を継続願で提出する必要がありま
す。

ただし、「奨学金継続願」を提出しても、学業成績等の状況によっては、奨学金
が廃止もしくは停止となることがあります。

次にそれに関わる「適格認定」について説明をします。
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「適格認定」とは、インターネット入力した「奨学金継続願」の内容と修学状況等
を

総合的に審査し、引き続き奨学生としての適格性を有しているか等、適格認定
基準に基づき、認定します。

適格認定基準は、大学からの手続き案内に記載していますので確認してくださ
い。
貸与型は3ﾍﾟｰｼﾞ、給付型は裏面に記載しています。

人物、学業、経済状況の3つの基準に基づき、「継続、警告、停止、廃止」、4つ
の区分のいずれかに認定されます。
「廃止」・「停止」と認定された場合は、４月以降の奨学金は振り込まれません。

卒業延期の恐れがある場合や、1年間の修得単位数が少ない場合は、
「停止」もしくは「廃止」となり、奨学生の資格を失い、翌年4月以降の奨学金は振
り込まれません。

このため、奨学生に採用された皆さんは、常に奨学生としての自覚を持って勉
学に励んでください。
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処置区分について説明します。
まず、継続とは奨学金の交付を継続します。

警告とは、奨学金の交付は継続するが学業成績が回復しない場合は、奨学金の交付
を停止または廃止することがあることを警告し指導します。
停止とは、1年間、奨学金の交付を停止します。1年後、学業成績が回復した場合は、
復活できることがあります。
最後に廃止とは、奨学生の資格を失います。
適格認定で以上のいずれかに認定されます。

※「廃止」「停止」と認定された場合は4月以降の奨学金は振り込まれません。

尚、貸与型奨学金と給付型奨学金では基準が違います。給付型は貸与型よりも厳しい
基準を設定しています。

この為、しっかり単位を修得しておかないと、貸与型は継続されても、給付型は停止や
廃止になることや廃止の理由によっては、給付済の奨学金の返還が必要となる事もあ
ります。
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次に給付型奨学金が採用となっている方のみですが、
授業料の減免を受ける為には、授業料減免申請書を年に2回提出する必要が
あります。
提出時期は7月頃と12月頃を予定しています。
提出期間はポータルでお知らせします。
申請書はポータルからダウンロードし、学生生活課へ提出してください。

提出がない場合は授業料の減免を辞退したことと考えます。ご注意下さい。
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こちらも給付奨学金採用者のみですが、在籍報告が年に3回必要です。
説明は、しおりの24～25ﾍﾟｰｼﾞに掲載されています。
4月・7月・10月の定められた期間内で報告をしてください。詳しい期間について
は大学のポータルサイトでお知らせします。

期間内に報告ができなかった場合は、給付型奨学金が停止されますので、必ず
ポータルシステムに登録し、通知も受信できる設定にしておいてください。
在籍報告はスカラネットパーソナルから自身でインターネット入力が必要です。

給付型奨学金採用の方は4月と7月と10月に在籍報告があるということを必ず覚
えておいてください。

※もう一度、注意しておきます。
連絡は、大学のポータルシステムでしか行いません。
連絡に気付かない、応じない場合は給付奨学金が停止されます。
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「スカラネット・パーソナルへの登録」について説明します。

スカラネット・パーソナルでは、貸与・給付中は、貸与期間や貸与・給付月額、給
付支援区分の確認、貸与予定総額、振込口座情報などを閲覧することができ、

貸与終了後には、返還総額や返還残回数、返還残額等の閲覧や、転居・改姓・
勤務先変更などを届け出ることができます。

また、先ほど説明しました、「奨学金継続願」はこのサイトを通して提出すること
になります。

在学中に貸与を終了した場合、貸与終了から7か月目から返還が始まります。
在学している期間は返還を待ってもらえる「在学猶予」を行うこともできますが、
これもスカラネットパーソナルから提出してもらいます。
WEB版「貸与奨学生のしおり」をよく読み、返還誓約書提出までに必ず各自で登
録してください。
WEB版「貸与奨学生しおり」84ﾍﾟｰｼﾞ、WEB版「給付奨学生のしおり」32ﾍﾟｰｼﾞに記
載されています。
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提出期限についてです。

提出期限は6月15日（火）必着です。
提出先は学生生活課 奨学係です。

※提出期限までに不備なく提出が出来ない場合は、採用取消となります。期限
を守って提出してください。

例年、提出期限ギリギリに提出をして、不備があり、再提出となり、提出期限に
間に合わない場合があります。

一人暮らしをしている方や親権者の方が県外にいる方などは特に期限に余裕を
持って提出してください。

提出をする前に封筒表面に記載された提出書類、本人確認欄でもう一度確認し、
封筒に提出書類だけを入れて提出してください。

※返還誓約書提出までに、スカラネット・パーソナルとポータルシステムに登録
してください。

次に貸与型採用の方に関わる奨学金の返還について説明します。
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返還は、貸与終了月の7か月後から、貸与終了時に加入した振替口座（リレー口座）か
ら引き落としが始まります。

３月に卒業した場合、その年の１０月から返還開始です。

貸与総額で返還する年月が決まりますので、一番長く返す人で２０年、毎月、返還して
いきます。

そして返還終了後、返還完了のお知らせの通知が、日本学生支援機構へ届け出てい
る皆さんの登録住所に届きます。
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奨学金の返還が困難な人を対象として、３つの救済制度が設けられています。
1つめは在学猶予です。
他大学や大学院に進学、または留年した場合に申請してください。

スカラネットパーソナルから申請し、在学している学校の承認を受ける事で手続きが完
了します。

奨学金を途中で辞退したり、廃止になり在学中に貸与終了した場合も「在学猶予願」を
提出すれば卒業後の7か月後からの返還にできます。
2つめは減額返還です。

病気や失業などで返還が困難になった場合に申請してください。通算して10年まで申
請できます。

月々の割賦金を１／２、もしくは１／３に減額し、当初の返還期間の２倍、もしく
は３倍の期間で返還します。日本学生支援機構に皆さん自身が申請します。

3つめは返還期限猶予です。

病気や失業などで返還が困難になった場合に返還を待ってもらえる制度です。
通算して10年まで申請できます。１年ごとに手続きをし、皆さん自身が直接、日
本学生支援機構に申請します。

※減額返還も返還期限猶予も第二種奨学金を含め、返還予定総額は変わりま
せん。また、返還すべき元金や利息が免除されるわけではありません。
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返還を延滞した場合は動画にもありましたように表記の処置がとられます。

先の事にはなりますが、滞納する前に、必ず日本学生支援機構に相談すること
を覚えておいてください。

返還については卒業前に返還説明会を開催します。詳しくはその際に説明しま
す。
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日本学生支援機構のホームページにある「奨学金貸与・返還シミュレーション」
を使って、毎月の返還額を試算することができます。

貸与中から、「毎月の返還額はいくらになるのか」、「返還期間はどれくらいなの
か」といった試算をして、返還額を確認し、将来の返還を意識して、貸与月額を
選択するようにしてください。
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日本学生支援機構の奨学金は国が実施しており、貸与型と給付型の奨学金が
あります。
貸与型は卒業後、皆さん自身が責任をもって返還しなければいけません。
給付型は特に勉学に励む意欲を持った学生に給付されるので、成績の停止や
廃止基準が高くなっています。
給付奨学⾦でも、成績・出席状態が悪い場合は返還が必要になる場合があ
ります。
自覚をもって単位を修得してください。

重ねての注意事項になりますが、
・ 毎月、奨学金の振込みを確認するため、振込口座の通帳に記帳をしてくださ
い。
・ 奨学金に関する説明会には必ず出席し、書類の提出期限は守ってください。
・ 途中で辞退や減額をすることもできますので、借りすぎには注意してください。
・ 休学・退学・留学等の場合は、奨学金窓口に来てください。

貸与・給付中は、奨学生として必要な手続を大学ポータルシステムから連絡しますの

で、大学からの連絡にきちんと応じ、手続期限を守ってください。
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